
ＳＭＣ金融ＳＭＣ金融ＳＭＣ金融ＳＭＣ金融・経済マーケットレポート・経済マーケットレポート・経済マーケットレポート・経済マーケットレポート

Ｒｅｐｏｒｔｅｒ  Ｙｏｕｒ  Ｆｉｎａｎｃｉａｌ  Ｂｒａｉｎ      ＳＭＣ    豊島 健治

 Weekly Fax Report                                                   １９９９．７．３(第１６２号)
ＴＥＬ．０４３８－５３－６０９２  ＦＡＸ．０４３８－５３－６０９６

《転載・複製等は連絡下さい》                                                                    Ｅ－ｍａｉｌ  ｓｍｃ_ｔｏｙｏ＠ｈｉ-ｈｏ．ｎｅ．ｊｐ

「自己資本比率」という名の妖怪
（数字は数字に過ぎないけれど）

  今回は公表された数字から入ってみる。
１．銀行決算における税効果会計

税効果による
資本増強額

資本勘定に占
める比率

大手１７行 ６兆６千億円 ２９％
地方銀行 １兆７千億円 ２０％
第２地銀 ５千７百億円 ２５％
２．税効果資本増強の自己資本算入比率上位１０行

算入比率 算入比率
足利銀行 １７８％ 北海道銀 １５２％
新潟中央 １４２％ 大阪銀行 １１５％
近畿銀行 １０３％ 泉州銀行 ９０％
千葉興業 ８７％ 八千代銀 ８０％
関東銀行 ７９％ 関西銀行 ７２％

（以上、帝国データバンク資料より）
  上記は、前期決算において、銀行が１年前倒し
で採り入れた「税効果会計」の効果がどの程度及
んでいるかを示したものであるが、「将来返って
くるであろう前納税金＝会計上納め過ぎている
税金」が前期決算の自己資本比率算定にいかに大
きな影響を与えているかが見えてくる。

３．都市銀行（一部）の債権別引当率
破綻懸念先 要管理先 要注意先 正常先

東京三菱 ６３％ １５％ ４％強 ０．０８％
富士銀 ７５％ １５％ ４．０％ ０．１２％
あさひ銀 ７３％ １５％ 0.5--7.5% ０．０４％
４．破綻銀行の引当率

破綻懸念先 要注意先 正常先
国民銀行 １１．３％ １．１７％ ０．４２％
幸福銀行 ２６．４％ ０．４０％ ０．２４％
東京相和 ２９．８％ ０．８０％ ０．０８％

（３．は９９／３期、４．は９８／９期）
  当然と云えば当然であるが、都市銀行と破綻し
た銀行とでは貸倒引当率に比較しても仕方ない
ほどの格差がある。このことは、長銀や日債銀と
同じく、破綻銀行は満足な引当を積むと債務超過
に陥るのでそれが出来ないといった状況に置か
れていたことが推測できる。

  また、先週の６月２２日、金融監督庁が地方銀
行６４行の検査・考査結果を公表した。新聞でも
公表されたが、気になる部分を表にしてみた。
５．貸倒引当実績率

①正常先債権――――平均０．１１％
貸倒引当比率 銀行数

０．０５％未満 １１行
０．０５～０．１５％未満 ３３行
０．１５％以上 ２０行
②要注意先債権――――平均０．９４％

貸倒引当比率 銀行数
０．５０％未満 １２行
０．５０～１．５０％未満 ３９行
１．５０％以上 １３行
③破綻懸念先債権――――平均３９．７２％

貸倒引当比率 銀行数
３０％未満 １１行
３０～５０％未満 １２行
５０％以上 ４１行
④追加償却・引当必要額―――５，２９２億円

  以上、次々と数字を並べてみたが、私は私なり
にこれらの表から受取るものがある。ここでその
ことを云おうとは思わないが、最低限云わなけれ
ばならないことがある。
  一つは銀行の自己資本比率についてである。こ
の比率が銀行の死命を制する状況が現出してい
るが、この数字の根拠が明らかにされなければな
らない。銀行の健全性、即その信用保持に重要な
役割を果たすこの数字が、市場で疑われるようで
は心もとない。市場の信任を得られなければ、こ
の数字はかえって危険な数字となる。「８％・
４％」という数字が妖怪のように徘徊しているが、
本当にそれでいいのだろうか？重要なのは数字
そのものにあるのではなく、金融業の根幹にある
信用そのものにあるのは自明のことだと思う。

  もうひとつは、都銀・地銀・第２地銀などと云
う分類が既に意味を失っていると云うことであ
る。同じ分類の中でも埋めようもない格差が生じ
ているし、保険・証券・銀行が業態を超えて提携・
合併・吸収が行われる中で、もうそうした旧来の
分類は意義を失いつつある。
  重要なのは、何処の市場で、どのような顧客を
ターゲットとして、何を行うのか。あるいは、何
を捨てて何を選択するのか、そうした事ではない
だろうか。笑い話ではなく、審査能力不要を生か
してコストを最低限に押えた「保証協会保証専門
銀行」が在ったって良い。妙なプライドは捨てて、
その位考える柔軟性が欲しいと思っているのは
私だけではないだろう。


